	園有車使用管理規程


学校法人○○○学園

○○○幼稚園

平成１８年４月１日施行
園有車使用管理規程

第　１　章　　 総　　　則
（目　的）

第１条　この規程は、就業規則に基づき、職員が園有車（以下「車両」という。）を使用して業務を行う場合の、服務及び事故に対する職員並びに園の責任と損害賠償に関して定めたものである。

（園有車の定義）

第２条　この規程において、園有車とは、園が購入又は借り入れしたスクールバス・乗用車・貨物自動車をいう。

第　２　章 　車両の一般管理

（総括責任者）

第３条　総括責任者（理事長）は次の事項を責任をもって行わなければならない。

（１）車両の購入・売却・廃車に伴う事務

（２）事故が発生した場合の速やかな対策及び処置の指示

（３）安全運転管理者及び各車両の車両責任者の任命

（４）車両管理台帳の管理

（５）車両の安全運行のための点検、検査、修理、整備の指示

（６）車両のキーを所定の場所に集中して保管すること

（７）その他総括責任者として必要な業務

（安全運転管理者）

第４条　安全運転管理者は、次の責任をもって行わなければならない。

（１）道路交通に関する法令遵守の指導

（２）運転者の健康管理の掌握

（３）安全運転管理協会に関する業務

（４）その他安全管理者として必要な業務

・週の安全目標

・学期末、年度末の業務報告

（車両責任者）

第５条　車両責任者は、次の事項を責任をもって行わなければならない。

（速度違反誘発指示の禁止）

第６条　園及び運転者の所属長は、最高速度違反を誘発するような時間を拘束した業務を課し、またそのような条件を付して車両を運転させてはならない。

（車輌の無断使用禁止）

第7条 車両を無断で私用に用い、また他に貸すことを禁止する。

第　３　章 　　運 転 者 の 義 務

（車両の点検と清掃）

第８条　運転者は車両を私用する際には、必ず運行前点検（燃料、タイヤの空気圧、バッテリー液、冷却水、エンジンオイル等の点検）をし、出発前または帰園後には車両を清掃しなければならない。

２．特にタイヤの空気圧、エンジンオイルの汚れと量については、月に１回点検をする。

（園児の保護者の迎えがないとき）

第９条　園児の保護者が停留所にいない場合は、運転者は速やかに無線で園に連絡しなければならない。

第　４　章　　 運転者の法令違反行為

（反則金、罰金の取り扱い）

第１０条　園は運転者にかけられた反則金、罰金などは負担しない。

（交通違反を起こしたとき）

第１１条　公私用を問わず、交通違反を起こした運転手は、持ち点その他を総括責任者に報告しなければならない。

第　５　章　　 事　故　処　理

（事故処理）

第１２条　車両運転中に事故が発生した場合は、運転者は次の事項を責任をもって確実に行わなければならない。

（１）運転者は冷静かつ迅速に状況を判断し、事故車両の移動など法令に定められた処置を講ずること。

（２）同乗者または相手車両の乗員、あるいは歩行者を死傷させた場合には、速やかに応急手当を施し、救急車を呼ぶか最寄の病院に収容し、死傷者の家族または勤務先に連絡すること。

（３）運転者は速やかに園（総括責任者）に連絡して必要な指示を受けたうえ、最寄の警察署または交番に届け出ること。

（４）運転者は帰園後、速やかに事故報告を総括責任者に報告すること。

（５）運転者は事故処理が済んだ後、過失の度合いにより始末書を提出してもらうことがある。

２．運転者が負傷して、前項に規定する事項を処理できない場合には、同乗者または所属長が代わってこれを行わなければならない。

第　６　章　 スクールバス運行管理

（車両責任者）

第１３条　スクールバスには運転者を定め、運転者は車両責任者を兼任するものとする。

（通行前点検）

第１４条　運転者は毎朝、運行前点検（燃料、タイヤの空気圧、バッテリー液、冷却水、エンジンオイル等の点検）を行わなければならない。

（法定点検）

第１５条　運転者は車両責任者として、法定通りの点検（３カ月点検、６カ月点検、車検）を必ず受けなければならない。

（格納の方法）

第１６条　運転者は格納に際して、次の事項を守らなければならない。

（１）車両は必ず前向きに車庫に格納し、ギアを入れ、サイドブレーキをかけ、ドアをロックし、車止めをかけること。

（２）格納後は、無線の電源を必ず切ること。
（送迎後の清掃）

第１７条　運転者は送迎が終了したのち車両を清掃しなければならない。

（車両の運行）

第１８条　車両の運行は、運行計画と運行時間表に従って運行されるものとする。

２．運行計画に示されていない送迎については、これを禁止する。ただし、総括責任者が必要と認めたときにはこの限りではない。

（運転日報）

第１９条　運転者はその都度、必要事項を運転日報に記入しなければならない。

（送迎後の報告）

第２０条　運転者は午前の迎え、午後の送りが終了した段階で、園長にその旨を報告しなければならない。

（休　憩）

第２１条　運転者は午前の迎え、午後の送りが終了した段階で、それぞれ定められた時間の休憩をとるものとする。

（安全運転）

第２２条　運転者は特に安全運転に勤めなければならない。

（１）業務の性格上、住宅街を運行することが多いので、飛び出しには十分注意すること。
（２）停留所では添乗員の確認を待って発進すること。

（懲　戒）

第２３条　スクールバスの運転者が、次の各号に該当したときは懲戒処分に付する。

（降車の場合は減給処分に付することがある）

（１）飲酒運転　………………………………　懲戒解雇

（２）酒気帯び運転　…………………………　降車、減給処分

（３）１カ月以上の免許停止　………………　降車、減給処分

（４）事故・違反の無申告　…………………　降車、減給処分

（５）その他の違反　…………………………　訓戒処分

第　７　章 　　損　害　賠　償

（損害賠償）

第２４条　園は、運転者が業務上発生させた事故の損害については、原則として当該車両に付された保険求償により処置をし、損害賠償が保険総額を超える場合にはその超過分を補償する。ただし、事故発生が運転者の故意に起因する場合（業務上通勤災害のときは「重大な過失」に起因する場合も含む）はこの限りではない。

２．前項において、園は事故処理に際し必要と認められる場合、賠償及び費用の一部を保険求償による保険金支給以前に、立て替えて支払うことがある。

３．運転者の故意により事故が発生し、園がそれにより損害（修理代、慰謝料等）を受けたときは、その損害を運転者に賠償させることがある。

第　８　章　 　雑　　　則

（懲戒処分）

第２５条　車両を運転して事故を起こし、園に損害を与え、または園の名誉を著しく棄損した場合、及び行政処分により運転不能になった場合は、懲戒処分に付することがある。

（定めのない事項）

第２６条　この規定に記載のない事項が生じたときは、その都度、理事長がこれを定める。

付　則

この規程は平成１８年○○月○○日より施行する。
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